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呼吸器感染症 に対す るT-2588の 臨床的検討

菅 守 隆 ・安 藤 正 幸 ・島 津 和 泰 ・荒 木 淑 郎

熊本大学医学部第一内科

福 田 安 嗣 ・徳 永 勝 正 ・徳臣晴比古

熊本労災病院内科

経 口用 エステル型 セフェム系抗生物質であ るT-2588を 呼吸器感染症に投与 し,そ の臨床効果,

細菌学的効果お よび副作用につ いて検討 した。

対象 は慢性気道感 染症15例(慢 性気管支炎10例,気 管支拡張症+感 染4例,肺 気腫+感 染1

例),お よび急性呼吸器感染症4例(肺 炎3例,急 性気管支炎1例)の 計19例 であった。

臨床効果は慢性気道感染症15例 中,著 効1例,有 効11例,や や有効2例,無 効1例 であ り,

急性呼吸器感染症4例 中,著 効2例,有 効2例 で有効率は84.2%で あった。

細菌学的効 果では,推 定起炎菌 の分離 し得た13例 中,消 失6例,減 少1例,不 変2例,不 明2

例 であった。

副作用 は認めなか った が臨床検査値 において1例 にGOT,GPTの ごく軽度 の異常 を認めた。

以上の成績 よ り,T-2588は 呼吸器感染症の経 口治療剤 として有用 な薬剤 であ ると考え られ た。

T-2588は 富山化学工業株式会社にて開発され た経 口

用 セフェム系 抗生物質である。本剤は経 口投与 後,腸 管

か ら吸収 され,エ ス テ ラ ーゼ によって抗菌活性を示す

T-2525に 加水分解 される(Fig1)。T-2525は グラム陽

性菌,グ ラム陰 性菌に対 し,広 範囲な抗菌スペク トルを

有 し,特 に グラム陰性菌の うち,従 来の経 口セフェム系

抗生剤に対 し感受性が低いCitrobacter, Enterobacter,

Indole陽 性Proteus, Serratiaに 対 しても強い抗菌力

を示す とされ る1)。

今回,我 々は呼吸器感染症を対象にT-2588の 臨床効

果お よび副作用を検討 したので報告す る。

I. 対象および方法

対象症例は熊本大学第一内科 および熊本労災病院 内科

におけ る入院患者お よび外来患者 で,呼 吸器感染症を有

す る19例 であ った。性別は男11例,女8例 で年齢 は

33歳 か ら81歳(平 均 年齢54.2歳)で あった。疾患 内

訳は慢性気道感染症15例(慢 性気管支炎 の急性増悪10

例,気 管支拡張症の感染4例,肺 気腫 の感染1例),肺

炎3例,急 性気管支炎1例 であ った。

投与量 は1日200mgよ り600mgを2～3回 に分け

て食後 に投与 した。投与期間 は7～18日 間であ った。

臨床効果の判定 は,自 覚症状,他 覚的理学所 見,お よ

び検査所見に基づいて著効,有 効,や や有効,無 効 とし

た。

副作用 の有無 は自覚的あ るいは他覚的理学所 見をチェ

ックし,本 剤使用前後に可能なか ぎ り血液像,肝 機能

腎機能な どの検査 を行 なった。

II. 成 績

呼吸器感 染症19例 におけ る臨床効果 はTable1に 示

す よ うに,著 効3例,有 効13例,や や 有効2例,無

効1例 で有効率は84.2%で あ った。 疾患別 臨床 効 果

Fig. 1 Chemical structure of T-2588 and T-2525

T-2588

pivaloyloxymethyl (+)- (6 R, 7 R)-7-[(Z)-2-(2-amino-
4-thiazol y1)-2-me thoxyiminoacetamido]-3-[(5-methyl-

2 H-tetrazol- 2 -yl) methyl]- yl]- 8 -oxo- 5 -thia- 1 -azabicyclo 

[4. 2. 0] oct-2-ene-2-carboxylate

T-2525

(+)- (6 R, 7 R)-7-[ (Z)-2- (2-amino-4- th iazol yl )- 2 -me-
thoxyiminoacetamido]-3-[(5-meth yl-2 H-tetrazol-2-yl) 

methyl]-8-oxo-5-thia-1-azabicyclo [4. 2. 0] oct-2-ene-2- 
carboxylic acid
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Table 1 Clinical summary of cases treated with T-2588

1) N .T.: Not tested
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は,慢 性気管支炎の急性増悪10例 中,著 効1例,有 効

8例,や や有効1例,気 管支拡張症+感 染4例 中,有 効

2例,や や有効1例,無 効1例,肺 気腫+感 染1例 は有

効 であ り,こ れ ら慢性気道感染症15例 中有効以上の症

例が12例 で有効 率80.4%で あった。肺炎3例 中,著

効2例,有 効1例 と急性気管支 炎1例 は有効であ り,こ

れ ら急性呼吸器感染症4例 は全例 が有効であった。

細菌学的効果は,起 炎菌 と推定 され る細菌が分離 され

た症例は19例 中13例 であ り,そ の うち推定起炎菌が

消失ない し減少 した症例は7例,不 変4例 。不 明2例 で

あ った。菌交代 を起 こした症例 はなか った。起炎菌別 の

細菌学的効果 は,H.influenzae7例 中4例 が消失,1例

が減少,P.aeruginosa3例 中1例 が消失,Branhamel-

la catarrhalis 1例 は消失 した。不変4例 の疾患 内訳は,

P.aeruginosaを 起炎菌 とす る 気管支拡張症1例,慢 性

気管支炎1例,お よびH.influenzaeを 起炎菌 とす る気

管支拡張症1例,慢 性気管支炎1例 であった。 なお,臨

床効果がいずれ も有効以上 の成績であった肺炎3例 は有

意な起炎菌 を分離 し得なか った。

副作用お よ び 臨床検査値異常 と し て は 症 例11に

GOT,GPTの 軽度上昇が認め られ た の み で あ っ た

(Table 2)。

III. 考 案

今回,我 々は 経 口用 セフェム系抗生物質 で あ るT-

2588を19例 の呼吸器感染症に使用 した結果,そ の臨床

効果 は有効以上16例,や や有効2例,無 効1例 で,有

効率 は84.2%と な り非常に優れた成績であった。新薬

シンポ ジウムにおいて本剤 の臨床効果は,呼 吸器感染症

459例 中,有 効361例 で有効率78.6%で あ り,急 性気

管支炎や肺炎 などの 急性呼吸器感染症の 有効率86.9%

に比べて慢性気管支炎や気管支拡張症の急性増悪,い わ

ゆ る慢性気道感染症の有効率 は72.9%と やや劣 ると報

告され ている1)。我 々の成績 もほぼ 同様 であったが,慢

性気道感染症 の有 効率 も80.4%と 高 く満足すべき成績

であった。

細菌学的効果で は 推 定 起 炎 菌 分 離 症 例236例 中

72.5%の 消失率 であ った毒,のに比べて,我 々の成績 では

起炎菌 の推定され た13例 中消失 が6例,減 少1例,不

変4例,不 明2例 であ り,消 失率は54.5%で あ った。

不変例4例 の うち2例 のPamgino銅 は,本 剤 の抗菌

スペ ク トル より当然 の結果 と考 えられ るが,2例 のH.

inflmnzaeに ついては本剤 の感受性試験がな されていな

いため詳細 は不 明であ る。 これ ら細菌学的 に不変例にお

いて症例6お よび症例8の ご とく,臨 床的 には 自他覚所

見お よび検査法 の改善を認め,細 菌学的効果 と臨床効果

の不一致 が認め られた。 これ らの症例 は急性増悪のない

時期 にも喀痰中か ら同菌が時 に分離 されてお り,推 定起

炎菌 とす るには問題が残 り,他 に起炎菌が存在す る可能

性 は否定 できないが,本 剤 の投与前 よ り終了時 まで教回

の喀痰検査において,他 の有意 な菌を分離 し得ないこと

よ りこれ らの菌 を推定起 炎菌 と した。

投与量別にみ た臨床効果,細 菌学的効果は症例 も少な

く一定の傾向は認め られ なか った。

副作用 は他施設 にお いて消化器症状 を中心 に31%に

認め られている1)が,我 々の症例 では全 く認め られなか

った。臨床検査値 異 常 も少 な く,ご く軽 度のGOT,

GPTの 上昇 が1例 に認め られたのみ であ った。

IV. 結 語

呼吸器感染症19例 にT-2588を 使用 して臨床的検討

を行 なった。その結 果,臨 床効果 は 著効3例,有 効13

例,や や有効2例,無 効1例 で有効率84.2%の 成績を

得 た。 また細菌学的効果 は消失率54.5%で あ った。副

作用 は認めず,1例 に軽度 のGOT,GPTの 上昇 を認め

た。

以上の成 績に よりT-258Bは 呼吸器感 染症 におけ る有

用 な経 口治療剤 と考え られた。
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T-2588, a new oral antimicrobial agent, showed a broad spectrum of antibacterial activity against 
gram-positive and gram-negative bacteria. 

T-2588 was orally administered to 19 patients with respiratory tract infections, 10 cases of chronic 
bronchitis, 4 cases of bronchiectasis, one case of chronic emphysema, 3 cases of pneumonia, one case 
of acute bronchitis. Clinical response of T-2588 treatment in 19 cases was excellent in 3, good in 
13, fair in 2 and poor in 1, and the overall effective rate was 84. 2%. 

No side effect or abnormal laboratory findings were observed except for 1 patient who showed the 
slight elevation of serum GOT and GPT. 

These results show that T-2588 is one of the chemotherapy of respiratory tract infections.


